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大
東
文
化
大
学
文
学
部
教
育

学
科
教
授
の
村
山
士
郎
先
生
に

よ
る
講
演
〝
子
ど
も
の
「
心
の

問
題
」
を
考
え
る
〞
で
は
、
ま

ず
子
ど
も
た
ち
の
詩
に
よ
っ

て
、
現
在
の
子
ど
も
た
ち
の
素

直
な
気
持
ち
が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
だ
ま
だ
良
い
感
受
性
の
高
い

子
ど
も
た
ち
で
あ
る
が
、一
方
、

子
ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
や
、

す
ぐ
に
キ
レ
て
し
ま
う
考
え

方
、
そ
の
詩
へ
の
ほ
か
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
感
想
が
、
教
師

が
予
期
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、「
お
か
あ
さ
ん
」
と

い
う
言
葉
に
感
じ
る
意
味
は
、

以
前
は
「
安
心
感
」
な
ど
で
あ

っ
た
が
、
最
近
は
「
ピ
ク
ッ
と

す
る
」な
ど
の
緊
張
が
見
ら
れ
、

母
親
と
子
ど
も
の
関
係
が
以
前

と
は
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
見

ら
れ
る
。
子
ど
も
の
体
格
の
向

上
と
運
動
能
力
の
低
下
は
、
教

師
と
の
位
置
的
関
係
や
そ
の
心

情
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え

て
い
る
。
ま
た
、
幼
児
期
の
紙

パ
ン
ツ
の
普
及
に
よ
り
抑
制
と

解
放
の
感
覚
が
鈍
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

就
学
前
を
含
め
た
生
活
体
験
の

不
足
は
、
当
然
知
っ
て
い
る
べ

き
常
識
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
学

校
で
の
授
業
の
理
解
を
妨
げ
て

お
り
、
大
学
生
で
も
鉛
筆
を
ま

と
も
に
持
て
な
い
学
生
が
増
え

て
い
る
。
物
の
生
産
に
よ
る
過

剰
化
社
会
は
、
子
ど
も
に
限
ら

ず
欲
望
を
肥
大
さ
せ
、
そ
の
た

め
に
犯
罪
に
走
る
傾
向
も
あ

る
。
ま
た
、
各
種
の
塾
や
、
本

来
遊
び
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室

で
も
進
級
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ

る
な
ど
生
活
全
体
が
学
校
化

し
、
自
由
な
時
間
と
空
間
が
な

い
。
学
校
で
の
暴
力
に
つ
い
て

の
二
十
年
前
と
の
比
較
で
は
、

①
組
織
的
、
集
団
的→

個
人
的

②
目
的
が
あ
り
反
抗
的→

遊
び

的
で
発
散
的
③
加
害
者
被
害
者

間
の
因
果
関
係
あ
り→

因
果
関

係
な
し
④
身
体
的
問
題
⑤
文
化

の
ず
れ
、
な
ど
の
問
題
が
挙
げ

ら
れ
た
。

京
都
府
長
岡
京
市
で
開
業

し
、
児
童
・
思
春
期
外
来
を
実

践
さ
れ
て
い
る
石
澤
卓
夫
先
生

に
は
「
子
ど
も
の
心
の
問
題
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
つ
い
て
、

不
登
校
を
中
心
に
お
話
し
て
い

た
だ
い
た
。
不
登
校
の
変
化
に

つ
い
て
の
話
や
、
教
師
の
神
経

症
の
受
診
は
増
加
し
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
職
員
間
の
ト

ラ
ブ
ル
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ
接

す
る
こ
と
の
無
力
感
と
変
化
し

て
い
る
こ
と
。
心
因
性
疾
患
の

原
因
は
、
は
っ
き
り
分
か
ら
な

い
こ
と
も
多
く
、
親
の
責
め
に

な
り
う
る
こ
と
。
ま
た
、
時
間

と
と
も
に
変
化
し
、
積
極
的
に

追
及
す
る
こ
と
は
避
け
た
ほ
う

が
よ
い
と
い
う
こ
と
な
ど
が
話

さ
れ
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、

児
童
思
春
期
外
来
の
相
談
内
容

疾
患
別
に
、
対
応
法
、
処
方
、

周
囲
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
ま
で
、

概
説
さ
れ
て
い
る
。

養
護
教
諭
、
小
児
科
医
、
歯

科
医
ら
五
人
に
よ
る
実
践
報
告

「
子
ど
も
の
心
の
問
題
へ
の
対

応
」
で
は
、
時
間
が
足
り
ず
中

途
半
端
の
感
が
否
め
な
か
っ

た
。毎
日
の
養
護
教
諭
の
悩
み
、

行
動
発
達
小
児
科
学
か
ら
み
た

小
児
科
医
師
の
教
育
項
目
、
目

黒
区
の
お
誕
生
検
診
時
の
母
親

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
考

察
、
歯
科
医
の
立
場
か
ら
の
報

告
、
学
校
医
の
立
場
か
ら
の
報

告
、
そ
れ
ぞ
れ
が
重
要
な
も
の

で
あ
っ
た
が
、
十
五
分
間
で
は

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
み
で

終
わ
っ
て
し
ま
い
、
ポ
イ
ン
ト

の
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
も
あ

っ
た
。

全
体
と
し
て
、
十
分
な
時
間

を
か
け
て
の
講
演
、
討
議
が
必

要
と
思
わ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

組
み
方
に
、
も
う
一
工
夫
あ
っ

て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
？

納得いかない返戻、査定が
ありましたら、ぜひ『保険審査通信』

にてお知らせ下さい。

『保険審査通信』はFAXのほか、E-mailでも大歓迎です。
本誌編集部では『保険審査通信』に限らず、会員から送付された原稿はすべてテ
キストファイルに入力し直しています。このため、E-mailの原稿は大きく省力化に
なり、大歓迎です。ぜひ、E-mailでお送りください。

E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

十
月
十
六
、十
七
日
の
両
日
、

保
団
連
の
会
議
に
出
席
す
る
た

め
東
京
に
出
張
し
ま
し
た
。
十

六
日
は
、
全
国
事
務
局
地
域
医

療
活
動
交
流
集
会
に
参
加
し
、

十
七
日
は
、
審
査
、
指
導
対
策

担
当
者
会
議
に
出
席
し
ま
し

た
。
こ
の
二
つ
の
会
議
は
そ
れ

ぞ
れ
目
的
を
異
に
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
「
地
方
分
権
一
括

法
」
に
つ
い
て
の
学
習
会
、
講

演
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
企
画

さ
れ
て
お
り
、
十
六
日
は
神
奈

川
自
治
労
連
行
財
政
対
策
部
長

の
角
田
英
昭
氏
が
「
地
方
分
権

一
括
法
で
自
治
体
は
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
は
ど
う
変
わ
る
」

を
テ
ー
マ
に
講
師
を
務
め
、
十

七
日
は
保
団
連
顧
問
弁
護
士
の

前
川
雄
司
氏
が
「
地
方
分
権
一

括
法
、
情
報
公
開
法
と
審
査
、

指
導
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
以
下
、
こ
の
二
つ
の

講
演
を
も
と
に
、「
地
方
分
権

一
括
法
」
に
つ
い
て
若
干
の
解

説
を
加
え
ま
す
。

ま
ず
、「
地
方
分
権
一
括
法
」

と
は
何
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

一
言
で
言
え
ば
、
国
と
地
方
自

治
体
と
の
関
係
を
「
上
下
、
主

従
」
の
関
係
と
し
て
き
た
「
機

関
委
任
事
務
」（
国
が
地
方
自

治
体
の
首
長
に
委
託
す
る
事

務
）
を
廃
止
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
地
方
自
治
法
と
関
連
す
る

四
百
七
十
五
本
を
「
改
正
」
す

る
法
律
の
こ
と
で
す
。
既
に
国

会
で
可
決
さ
れ
、
来
年
の
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
予
定
で

す
。と

こ
ろ
で
、
保
険
医
療
機
関

と
「
地
方
分
権
一
括
法
」
と
は
、

直
接
的
に
は
ど
ん
な
関
係
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
。
最
も
大
き
な

影
響
が
あ
る
の
は
、
保
険
の
指

導
、
監
査
等
の
体
制
の
変
更
で

す
。
従
来
、
都
道
府
県
が
行
っ

て
き
た
指
導
、
監
査
、
保
険
医

療
機
関
の
指
定
な
ど
の
業
務

は
、「
機
関
委
任
事
務
」
と
し

て
都
道
府
県
の
社
会
保
険
管
理

課
の
主
導
の
も
と
に
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
来
年
の
四
月
か

ら
は
国
が
直
接
統
治
を
す
る
形

に
変
更
に
な
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
都
道
府
県
の
社
会
保
険

関
係
部
署
は
厚
生
省
の
「
地
方

社
会
保
険
事
務
局
」
と
い
う
体

制
に
変
わ
り
、
ま
た
、
各
職
員

の
身
分
も
「
地
方
事
務
官
」
か

ら
「
厚
生
事
務
官
」
に
変
更
に

な
り
ま
す
。
こ
の
組
織
変
更
に

よ
っ
て
、
指
導
、
監
査
等
の
体

制
や
業
務
内
容
の
変
化
が
予
想

さ
れ
ま
す
、
が
、
現
時
点
で
は
、

こ
の
「
地
方
分
権
一
括
法
」
を

具
体
化
す
る
政
令
・
省
令
等
が

出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
自
治
体

の
条
例
改
正
も
政
省
令
の
内
容

を
待
っ
て
い
る
状
態
で
、
現
実

に
何
が
ど
う
変
わ
る
か
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

二
〇
〇
〇
年
四
月
に
は
、
介

護
保
険
の
施
行
、
診
療
報
酬
の

抜
本
改
革
、
老
人
医
療
費
の
定

率
負
担
等
、
一
部
ま
だ
流
動
的

で
は
あ
る
も
の
の
、
た
い
へ
ん

大
き
な
制
度
「
改
正
」
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
加

え
て
「
地
方
分
権
一
括
法
」
の

施
行
が
待
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
協
会
で
は
今
後
も
情
報
収

集
に
努
め
、
制
度
変
更
の
内
容

を
迅
速
に
情
報
提
供
し
つ
つ
、

問
題
点
に
つ
い
て
は
石
川
県
、

県
下
市
町
村
に
対
し
て
改
善
を

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

7
つ
の
ま
ち
が
い
さ
が
し（
答
え
）

（
問
題
は
５
面
）

①
左
の
の
れ
ん
②
包
丁
③
右
の
つ

い
た
て
の
模
様
④
テ
ー
ブ
ル
の
足

⑤
座
布
団
⑥
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
器

⑦
中
央
下
の
鍋
の
中
の
煮
物

囲 

解 
答 

碁 

１
の
ハ
ネ
が
好
手
で
コ
ウ
に
な
り
ま
す
。 

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
） 

1
3

2

一
九
九
九
年
度
保
団
連
地
域
医
療
活
動
交
流
集
会 

子
ど
子
ど
も
の
心
の
問
題
問
題
へ
の
開
業
医
か

開
業
医
か
ら
の
対
応
対
応 
子
ど
も
の
心
の
問
題
へ
の
開
業
医
か
ら
の
対
応 

横
井
　
透
（
金
沢
市
・
小
児
科
） 

事
務
局
　
工
藤
　
浩
司 

全
国
事
務
局
地
域
医
療
活
動
交
流
集
会 

保
団
連
審
査
、指
導
対
策
担
当
者
会
議 

「
地
方
分
権
一
括
法
」と
保
険
医
療
機
関 

第13回理事会点描 

署名活動を 
　大々的に!!
（10月26日・10人出席） 

最
初
に
前
回
理
事
会
以
降

に
開
か
れ
た
会
議
や
催
し
物

の
報
告
が
さ
れ
、
質
疑
や
検

討
が
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、

保
団
連
審
査
・
指
導
対
策
担

当
者
会
議
か
ら
の
報
告
で

は
、
来
年
よ
り
の
「
地
方
分

権
一
括
法
」の
実
施
に
よ
り
、

保
険
審
査
指
導
監
査
の
体
制

が
変
わ
り
、
国
が
直
接
統
治

す
る
形
に
変
更
さ
れ
る
よ
う

で
あ
る
。意
外
な
と
こ
ろ
で
、

新
し
い
関
係
が
生
ま
れ
て
く

る
よ
う
だ
。

医
療
抜
本
改
革
・
介
護
保

険
制
度
の
改
善
要
求
運
動
で

は
、
会
員
、
患
者
、
国
民
を

含
め
た
大
々
的
な
署
名
活
動

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、

総
選
挙
を
控
え
各
政
党
・
候

補
者
は
小
選
挙
区
の
た
め
も

あ
り
、敏
感
に
な
っ
て
お
り
、

も
っ
と
強
く
働
き
か
け
る
方

策
は
な
い
も
の
か
と
い
う
意

見
も
出
た
。

介
護
保
険
制
度
は
、
政
権

自
身
の
な
か
で
ゴ
タ
ゴ
タ
が

続
い
て
い
る
よ
う
に
、
も
と

も
と
不
明
な
点
が
多
い
制
度

で
あ
る
。理
事
者
の
間
で
も
、

家
庭
介
護
に
対
す
る
慰
労
金

（
？
）
の
支
給
の
是
非
を
め

ぐ
っ
て
は
、
な
お
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
続
い
て
い
る
。

（
井
沢
　
記
）

第13回理事会点描 

署名活動を 
　大々的に!!
（10月26日・10人出席） 
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午
後
の
部
と
し
て
、
記
念
講

演
Ⅱ
「
支
払
い
基
金
に
於
け
る

審
査
業
務
の
今
後
の
方
向
」
が

行
わ
れ
た
。
講
演
内
容
の
概
略

を
紹
介
す
る
。

は
じ
め
に
、
一
九
九
七
年
九

月
の
健
保
改
悪
・
薬
剤
一
部
負

担
導
入
以
後
の
医
療
費
の
動
向

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
こ
の
一
年
半
の

診
療
報
酬
を
ど
の
統
計
資
料
か

ら
眺
め
て
も
改
悪
以
前
に
比
べ

て
一
〇
以
上
の
落
ち
込
み
が
続

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
長
期

の
落
ち
込
み
は
、
こ
れ
ま
で
の

改
悪
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

り
、
国
民
の
健
康
を
守
る
と
い

う
観
点
か
ら
眺
め
た
場
合
、
極

め
て
ゆ
ゆ
し
き
事
態
で
あ
る
と

い
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

政
府
・
厚
生
省
は
、
こ
の
事
実

を
隠
蔽
す
る
た
め
、
依
然
と
し

て
「
不
正
・
過
剰
請
求
」、「
支

払
基
金
は
、
身
内
審
査
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
。

基
金
審
査
に
対
す
る
保
険
者

側
の
動
き
と
し
て
は
、
業
者
委

託
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
点
検
の
強

化
、
保
険
者
機
能
の
強
化
の
動

き
と
そ
れ
に
連
動
し
た
基
金
審

査
の
強
化
（
一
次
査
定
件
数
、

金
額
の
増
加
）
の
も
く
ろ
み
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に

は
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
処
理
シ
ス
テ
ム
を

は
じ
め
と
し
た
基
金
業
務
の
機

械
化
、
基
金
存
続
論
を
ち
ら
つ

か
せ
職
員
の
身
分
を
不
安
に
陥

れ
る
手
法
を
と
っ
て
の
一
次
査

定
実
績
の
向
上
な
ど
を
求
め
る

動
き
で
あ
る
。

厚
生
省
方
針
の
具
体
化
の
動

き
も
大
き
く
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
な
ら
ぬ

Ｅ
Ｂ
Ｔ
（E

vid
en
ce
B
ased

T
a
sk

）
と
い
う
造
語
も
導
入

さ
れ
、
基
金
職
員
は
医
療
費
削

減
に
向
け
た
個
々
の
目
標
、

日
々
の
目
標
の
達
成
を
要
求
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
日
々
、

医
療
機
関
の
あ
ら
探
し
を
し
て

満
足
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

る
。最

近
の
具
体
的
な
基
金
業
務

の
特
徴
と
し
て
、
①
重
点
審
査

範
囲
の
拡
大
②
三
十
日
方
式
に

切
り
替
え
た
こ
と
に
よ
り
生
じ

た
事
務
審
査
時
間
の
増
加
と
審

査
事
務
共
助
の
拡
大
な
ど
に
よ

る
査
定
業
務
の
効
率
化
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
一
次
審

査
の
強
化
の
た
め
の
方
策
は
、

同
時
に
、
保
険
者
向
け
の
サ
ー

ビ
ス
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
で
、

特
に
、
再
審
査
情
報
に
関
し
て

は
、
分
類
整
理
さ
れ
た
デ
ー
タ

と
し
て
、
三
〜
六
カ
月
に
一
回

程
度
、
保
険
者
へ
の
情
報
提
供

が
行
え
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て

い
る
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
の
講
演

が
あ
っ
た
。

記
念
講
演
Ⅱ
の
あ
と
、医
科
、

歯
科
分
散
会
と
な
っ
た
の
で
、

私
は
医
科
分
散
会
に
出
席
し

た
。審

査
問
題
で
は
、
各
地
の
協

会
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

け
る
審
査
状
況
の
報
告
が
あ
っ

た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
ラ
ン
ク
に
よ
る
重

点
審
査
、
明
ら
か
な
病
名
漏
れ

レ
セ
プ
ト
の
扱
い
、
外
総
診
と

老
人
慢
性
疾
患
生
活
指
導
料
の

複
数
医
療
機
関
で
の
算
定
に
つ

い
て
の
処
理
の
仕
方
な
ど
が
主

な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
各
協
会

共
通
の
話
題
と
な
っ
た
の
は
、

基
金
支
部
に
お
け
る
内
規
に
つ

い
て
で
あ
っ
た
。
各
支
部
で
、

内
規
と
い
う
形
で
文
章
化
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

不
明
な
県
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
医
会
な
ど
を
通
し
て
、
末

端
医
科
会
員
へ
伝
達
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う
印
象

を
受
け
た
。

石
川
県
の
よ
う
に
、
疑
義
の

多
い
も
の
に
つ
い
て
、
県
医
師

会
レ
ベ
ル
で
文
章
と
し
て
公
表

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い

う
報
告
は
な
か
っ
た
。し
か
し
、

石
川
県
で
も
、
保
険
審
査
通
信

第
百
二
十
五
例
（
石
川
保
険
医

新
聞
本
年
九
月
十
五
日
号
）
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
定
の
基

準
を
持
っ
て
審
査
し
て
い
る

が
、
そ
の
基
準
（
内
規
と
言
っ

て
い
い
か
も
し
れ
な
い
）
に
つ

い
て
は
、
公
表
さ
れ
て
い
な
い

も
の
も
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
よ

う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
具
体

例
が
出
て
き
た
と
き
に
一
つ
ひ

と
つ
明
ら
か
に
し
て
い
く
し
か

手
だ
て
が
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
と
感
じ
た
。

指
導
問
題
で
は
、
未
だ
に
集

団
的
個
別
指
導
が
行
わ
れ
て
い

る
県
も
あ
り
、
保
険
指
導
体
制

そ
の
も
の
に
県
に
よ
る
ば
ら
つ

き
が
多
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

石
川
県
は
、
平
成
十
年
三
月
十

八
日
の
厚
生
省
保
険
局
医
療
課

長
通
達
を
素
直
に
解
釈
し
て
い

る
よ
う
で
、
ほ
ぼ
平
均
的
な
と

こ
ろ
の
よ
う
だ
。

最
後
に
、
保
険
指
導
に
関
し

て
は
、
地
方
分
権
一
括
法
の
影

響
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い

の
で
、
今
後
の
動
き
を
注
意
深

く
見
守
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
た
。

保
団
連
審
査
・
指
導
対
策
担
当
者
会
議

審
査
業
務
の
今
後
の
方
向
は
？

――
石
川
県
は
、
ほ
ぼ
平
均
的
だ
が

西
田
　
直
巳
（
金
沢
市
・
小
児
科
）

消化器疾患治療ガイドライン 
客観的立場で世界の文献を集約した国際的EBM治療マニュアル　第2弾 

第一線医療に役立つ 

著／オーストラリア治療ガイドライン委員会　編訳／医薬品・治療研究会 
Therapeutic Guideline: Gastrointestinal by Therapeutic Guideline Limited（Australia） 

ルーチンの治療を改めて検証 

月刊保団連 
臨時増刊号 
A5判180頁 
価格：2,600円 

会員特価：2,300円 
（送料込み） 

■目　次 
Ⅰ. 薬の基本的知識 
Ⅱ. 適切な処方のポイント 
Ⅲ. 口腔疾患 
Ⅳ. 嘔気と嘔吐 
Ⅴ. 食道の障害 
Ⅵ. 消化性潰瘍 
Ⅶ. 膵臓疾患 

Ⅷ. 肝　　炎 
Ⅸ. 肝疾患の合併症 
Ⅹ. 小腸疾患 
ⅩⅠ. よくみられるビタミン 
 および金属代謝異常 
ⅩⅡ. 便　　秘 
ⅩⅢ. 下　　痢 
 

ⅩⅣ. 過敏性腸症候群 
ⅩⅤ. 憩室疾患 
ⅩⅥ. 炎症性腸疾患 
ⅩⅦ. 肛門周囲疾患 
ⅩⅧ. 小児の消化器疾患 
資料　妊娠、授乳時の消化器病薬 

●お申し込みは 
石川県保険医協会まで　TEL （076）222‐5373　FAX （076）231‐5156

リストラの臨界事故

臨
界
事
故
を
起
こ
し
た
Ｊ
Ｃ
Ｏ
東

海
事
業
所
は
リ
ス
ト
ラ
を
進
め
て
い

た
。
社
員
は
、
一
九
九
六
年
春
の
百

四
十
五
人
か
ら
四
分
の
一
減
の
百
十

人
に
な
っ
て
い
た
。
被
ば
く
し
た
三

人
の
労
働
者
の
班
は
一
日
三
交
代
制

で
、
事
前
研
修
も
な
か
っ
た
。
裏
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
作
業
手
順
が
違
法
に
短

縮
さ
れ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
短
縮
し
た

手
作
業
中
に
、
事
故
は
起
き
た
。
徹

底
し
た
コ
ス
ト
削
減
が
優
先
さ
れ
て

い
た
わ
け
だ
。

国
は
何
し
て
い
た
の
か
？
事
業
所

は
五
％
以
下
の
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
加
工

施
設
だ
っ
た
が
、
臨
界
事
故
が
起
こ

り
う
る
二
〇
％
未
満
の
高
濃
縮
ウ
ラ

ン
加
工
事
業
の
許
可
を
一
九
八
四
年

に
国
に
申
請
し
た
。
科
学
技
術
庁
と

原
子
力
安
全
委
員
会
は
申
請
を
う
の

み
に
し
、
不
可
欠
な
臨
界
対
策
も
な

い
の
に
認
可
し
、
そ
の
後
も
放
置
し

て
い
た
。

下
か
ら
上
ま
で
こ
れ
ほ
ど
ず
さ
ん

だ
っ
た
と
は
・
・
・
。

小
渕
首
相
は
事
故
後
、
地
元
産
の

野
菜
や
刺
し
身
を
食
べ
て
安
全
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
が
、
大
事
故
を
起
こ
し

た
原
子
力
行
政
の
最
高
責
任
者
と
は

と
て
も
思
え
な
い
、
ノ
ー
テ
ン
キ
な

表
情
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
、
ド
イ

ツ
で
は
首
相
が
年
内
に
原
発
廃
止
法

案
を
議
会
に
出
す
と
述
べ
た
。
す
で

に
英
国
は
原
発
廃
止
の
方
向
だ
し
、

フ
ラ
ン
ス
は
高
速
増
殖
炉
計
画
を
止

め
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
原
発

建
設
禁
止
を
含
む
非
核
化
が
憲
法
に

明
記
さ
れ
る
予
定
な
ど
、
先
進
国
は

脱
原
発
に
向
か
っ
て
い
る
。

（
連
合
通
信
）

先
進
国
は
脱
原
発
に
向
か
う
が
…

第
四
次
医
療
法
「
改

正
」
の
一
環
と
し
て
、

診
療
情
報
の
開
示
を
め

ぐ
る
議
論
が
な
さ
れ
て

い
る
。
議
論
の
背
景
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
る

と
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
こ
と
に
気
が

つ
く
。

第
一
の
流
れ
は
、
市
場
原
理
を
よ

り
有
効
に
働
か
せ
る
た
め
に
は
十
分

な
情
報
開
示
を
消
費
者
に
対
し
て
行

う
。
そ
の
う
え
で
消
費
者
の
責
任
に

お
い
て
市
場
に
参
加
し
て
も
ら
う
と

い
う
内
容
で
あ
る
。
医
療
に
お
い
て

は
、
患
者
と
医
療
者
側
の
情
報
の
受

け
取
り
方
に
差
が
あ
る
こ
と
が
障
害

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
議
論
が
あ

る
。
消
費
者
が
市
場
原
理
に
お
い
て

責
任
を
と
る
た
め
に
、
必
要
な
情
報

を
与
え
る
と
い
う
の
が
情
報
開
示
の

根
拠
で
あ
る
。

第
二
の
流
れ
は
、
患
者
の
権
利
の

具
体
化
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
。
す

で
に
保
団
連
は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ

ン
セ
ン
ト
を
「
基
本
的
人
権
に
か
か

わ
る
知
る
権
利
と
人
格
的
自
立
権

（
自
己
決
定
権
）」
を
保
障
す
る
こ
と

に
核
心
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
診

療
情
報
の
提
供
は
「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
コ
ン
セ
ン
ト
を
機
能
さ
せ
る
重
要

な
手
段
で
あ
る
」
と
い
う
声
明
を
出

し
て
い
る
。

両
者
の
議
論
の
違
い
は
、
第
一
の

流
れ
に
は
患
者
の
権
利
と
い
う
観
点

が
欠
落
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
第

二
の
流
れ
は
患
者
の
権
利
を
情
報
開

示
の
根
拠
に
明
確
に
あ
げ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
二
つ
の
流
れ

は
い
ず
れ
も
情
報
開
示
と
い
う
方
向

で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
化

と
い
う
点
で
は
明
確
な
違
い
が
あ

る
。私

た
ち
は
、
情
報
開
示
法
に
患
者

の
権
利
を
盛
り
込
む
取
り
組
み
と
、

日
常
診
療
に
お
い
て
対
話
と
し
て
の

情
報
提
供
を
す
す
め
る
必
要
が
あ

る
。
診
療
情
報
の
提
供
は
、
医
療
の

一
方
の
主
体
者
で
あ
る
患
者
に
対
し

て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
い
か

な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
そ
れ
以
外
の

第
三
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も

の
で
は
な
い
。

〝
患
者
の
権
利
〞
を

診
療
情
報
開
示
の
根
拠
に
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口
か
ら
食
べ
る
こ
と
は
 

小
島
歯
科
医
院
歯
科
衛
生
士
 
辻
口
　
香
奈
子

〝
す
ば
ら
し
い
〞こ
と
 

十
月
三
日
（
日
）
午
前
九
時

か
ら
午
後
一
時
ま
で
、
金
沢
都

ホ
テ
ル
「
飛
翔
の
間
」
に
て
、

横
浜
市
で
開
業
さ
れ
て
い
る
加

藤
武
彦
先
生
の
講
演
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
口
か

ら
食
べ
た
い
―
介
護
保
険
を
前

に
し
て
歯
科
界
の
対
応
―
」
で

し
た
。

加
藤
先
生
は
、
訪
問
診
療
が

保
険
点
数
に
組
み
込
ま
れ
る
ず

っ
と
前
よ
り
積
極
的
に
在
宅
往

診
を
さ
れ
て
お
り
、
口
か
ら
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
か

に
全
身
状
態
が
回
復
す
る
か
を

物
語
っ
て
い
る
症
例
を
た
く
さ

ん
示
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
在
宅
往
診
と
は
、

た
だ
単
に
患
者
さ
ん
の
元
に
出

向
い
て
義
歯
を
修
理
、
新
製
し

た
り
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
な
ど

の
口
腔
清
掃
を
行
う
だ
け
で
な

く
、あ
ら
ゆ
る
治
療
の
後
に
は
、

「
食
べ
る
こ
と
の
確
認
」
が
必

要
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た

め
に
は
（
一
）
介
護
技
術
（
二
）

摂
食
、
嚥
下
障
害
に
つ
い
て
の

理
解
（
三
）
痴
呆
に
つ
い
て
の

理
解
（
四
）
服
用
薬
剤
の
チ
ェ

ッ
ク
（
五
）
食
形
態
に
つ
い
て

の
理
解
（
六
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
な
ど
、
日
常
の
臨
床
と
は

異
な
る
分
野
に
入
り
こ
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
教
わ

る
」
姿
勢
が
大
切
と
の
こ
と
で

し
た
。
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん

家
族
の
方
や
介
護
に
た
ず
さ
わ

る
す
べ
て
の
人
が
先
生
と
い
う

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
い
き
な
り

口
の
中
を
診
る
の
で
は
な
く
、

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
交
え
て
患
者

さ
ん
の
緊
張
を
解
き
ほ
ぐ
し
、

ラ
・
ポ
ー
ル
を
確
立
し
、
患
者

さ
ん
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ア

セ
ス
メ
ン
ト
（
全
身
状
態
だ
け

で
な
く
、
生
活
環
境
や
生
い
た

ち
ま
で
）
を
把
握
し
た
上
で
、

治
療
を
始
め
る
工
夫
も
大
切
と

の
こ
と
で
し
た
。

「
口
を
制
す
る
者
、
介
護
を

制
す
る
」
と
、
き
っ
ぱ
り
と
お

っ
し
ゃ
り
、
介
護
の
分
野
で
も

歯
科
界
の
役
割
が
さ
ら
に
重
要

に
な
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
会
に
は
歯
科
関

係
者
の
み
な
ら
ず
、
医
師
、
訪

問
看
護
婦
や
老
人
ホ
ー
ム
で
介

護
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
方
、

養
護
学
校
の
先
生
と
、
実
に
多

く
の
業
種
の
方
々
が
出
席
さ
れ

て
お
り
、
質
疑
応
答
も
活
発
に

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
自
身
は
近
く
の
リ
ハ
ビ
リ

専
門
病
院
と
老
人
ホ
ー
ム
に
週

に
一
〜
二
回
、
ま
た
、
要
請
が

あ
れ
ば
居
宅
に
も
往
診
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
患
者

さ
ん
の
生
活
に
ま
で
入
り
こ
め

ず
、
通
り
い
っ
ぺ
ん
の
診
療
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回

の
講
演
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
在
宅
往
診
を
見
直

そ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

今
回
、
加
藤
先
生
の
お
話
を

聞
い
て
、
口
か
ら
食
べ
る
と
い

う
こ
と
は
、
生
き
る
意
欲
や
喜

び
を
与
え
る
ぐ
ら
い
大
事
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
は
歯
の
治
療
、口
腔
ケ
ア
、

口
腔
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
で
す
。

歯
の
治
療
と
は
、
痛
み
を
取

り
除
い
て
あ
げ
た
り
、
し
っ
か

訪
問
歯
科 

講
　

演
　

会 

介
護
に
お
い
て
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
の
重
要
性 

参 

加 

印 

象 

記 
 

自
ら
の
在
宅
往
診
を
 

見
直
す
決
意
に
 

佐
藤
　
牧
子
（
金
沢
市
・
歯
科
）
 講師の加藤武彦先生（横浜市開業）

協
会
の
歯
科
の
先
生
に
 

感
謝
し
て
い
ま
す
 

安
田
　
清
平
（
金
沢
市
・
外
科
）
 

十
月
三
日
、
協
会
主
催
の
訪

問
歯
科
の
講
演
会
に
行
き
ま
し

た
。
講
師
は
横
浜
市
で
歯
科
開

業
し
て
お
ら
れ
る
加
藤
武
彦
先

生
で
し
た
。
予
定
で
は
四
時
間

も
当
て
ら
れ
て
い
て
、
し
か
も

会
場
は
ホ
テ
ル
な
の
で
、
た
ぶ

ん
昼
食
を
と
り
な
が
ら
食
べ
方

の
実
地
訓
練
も
あ
る
の
だ
ろ
う

な
ど
と
気
軽
に
考
え
て
参
加
し

ま
し
た
。
加
藤
先
生
は
訪
問
歯

科
診
療
の
豊
富
な
経
験
か
ら
話

が
三
時
間
半
に
も
及
び
、
結
局

期
待
し
た
実
地
訓
練
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
参
加
者
は
歯
科

会
員
を
中
心
に
衛
生
士
や
技
工

士
の
ほ
か
に
、
介
護
職
員
も
た

く
さ
ん
い
て
、
熱
心
に
聴
い
て

い
ま
し
た
。

口
か
ら
食
べ
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
が
非
常
に
大
切
で
、
そ
の

機
能
を
回
復
す
る
こ
と
に
よ

り
、歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

痴
呆
症
状
が
落
ち
着
い
た
り
、

血
圧
が
正
常
に
な
っ
た
り
で
、

健
康
を
取
り
戻
し
た
事
例
が
多

く
あ
る
と
の
報
告
で
し
た
。
口

か
ら
食
べ
る
こ
と
が
生
き
る
意

欲
を
増
幅
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
し
か
し
単
に
食
べ
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
後
、
口
を
き
れ

い
に
す
る
と
こ
ろ
ま
で
し
て
食

事
が
終
わ
る
と
い
う
こ
と
で
、

た
と
え
歯
の
な
い
人
で
も
口
腔

ケ
ア
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。

私
は
、
あ
の
有
名
な
お
サ
ル

先
生
に
は
劣
り
ま
す
が
、
在
宅

診
察
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
患
者
さ
ん
が
食
べ
る
こ

と
に
も
注
意
を
払
う
べ
き
だ
と

反
省
し
ま
し
た
。

協
会
の
歯
科
の
先
生
た
ち
は

訪
問
歯
科
診
療
に
熱
心
で
、
電

話
一
本
で
気
軽
に
行
っ
て
い
た

だ
け
る
の
で
大
変
重
宝
し
て
い

ま
す
。
歯
科
の
先
生
と
の
連
携

を
大
切
に
し
て
、
患
者
さ
ん
の

喜
ぶ
顔
を
見
て
い
こ
う
と
思
っ

た
次
第
で
す
。

加
藤
先
生
の
情
熱
と
 

パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
て
 

あ
さ
ひ
ク
リ
ニ
ッ
ク

訪
問
看
護
部
婦
長

 
志
牟
田
　
敬
子
 

「
介
護
に
お
い
て
、
口
か
ら

食
べ
る
こ
と
の
重
要
性
」
に
つ

い
て
加
藤
武
彦
先
生
の
講
演
を

お
聞
き
す
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
四
時
間
あ
ま
り
の
長
い
お

話
で
し
た
が
、
最
後
ま
で
先
生

の
熱
い
情
熱
と
パ
ワ
ー
に
圧
倒

さ
れ
た
思
い
で
し
た
。

在
宅
で
老
人
の
ケ
ア
に
従
事

す
る
立
場
上
、
脳
梗
塞
が
延
髄

に
及
ん
だ
球
麻
痺
、
仮
性
球
麻

痺
な
ど
の
神
経
障
害
、
重
症
筋

無
力
症
な
ど
の
筋
疾
患
等
に
よ

る
嚥
下
障
害
を
持
つ
方
々
に
遭

遇
す
る
こ
と
が
多
く
、
義
歯
の

ト
ラ
ブ
ル
、
口
腔
内
感
染
症
、

難
治
性
の
舌
炎
等
に
至
っ
て

は
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

お
年
寄
り
が
困
っ
て
い
る
原
因

の
一
つ
で
す
。
こ
れ
を
管
理
す

る
の
に
経
管
栄
養
、
中
心
静
脈

栄
養
、
胃
瘻
の
造
設
な
ど
、
他

の
摂
取
手
段
を
選
ぶ
こ
と
が
多

い
在
宅
医
療
が
現
状
で
す
。

加
藤
先
生
は
、
二
十
年
来
、

歯
科
の
在
宅
診
療
を
や
っ
て
こ

ら
れ
、
点
滴
、
経
管
栄
養
を
考

え
る
前
に
、
口
の
中
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
を
正
確
に
観
察

し
、
口
腔
周
囲
の
機
能
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
力
説
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
ま
で
う
ま
く
食

べ
ら
れ
な
か
っ
た
患
者
さ
ん

が
、
歯
科
治
療
、
口
腔
ケ
ア
、

リ
ハ
ビ
リ
を
し
っ
か
り
や
っ
て

い
く
中
で
、
口
元
が
し
っ
か
り

し
、
生
き
る
意
欲
が
増
し
、
元

気
に
な
っ
て
き
た
症
例
で
あ
ふ

れ
て
い
る
在
宅
歯
科
往
診
の
ス

ラ
イ
ド
に
感
銘
し
ま
し
た
。

「
口
の
中
が
み
ら
れ
る
介
護

職
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
の
言

葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

（
5
面
に
つ
づ
く
）
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り
噛
め
る
よ
う
に
義
歯
を
作
っ

て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

口
腔
ケ
ア
を
す
る
時
、
注
意

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

は
、
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
無
理
矢
理
強
引

に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
な
い
こ

と
で
す
。
強
引
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
を
す
る
と
、
患
者
さ
ん
は
よ

け
い
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
拒
否

し
て
し
ま
う
の
で
、
加
藤
先
生

が
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
最
初

は
ウ
ル
ト
ラ
ソ
フ
ト
の
軟
ら
か

い
毛
先
の
ハ
ブ
ラ
シ
で
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
は
気
持
ち
の
良
い
も
の

と
い
う
感
覚
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し

た
。口

腔
リ
ハ
ビ
リ
と
は
、
口
か

ら
食
べ
る
た
め
に
、
口
腔
全
体

の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に

行
う
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。
う
が
い

が
で
き
な
い
患
者
さ
ん
は
、
口

唇
に
力
を
つ
け
る
た
め
、
口
唇

を
つ
ま
ん
だ
り
口
唇
の
内
側
か

ら
ハ
ブ
ラ
シ
を
当
て
押
す
運
動

を
し
ま
す
。
ま
た
、
唾
液
が
常

に
出
て
く
る
患
者
さ
ん
に
は
ア

イ
ス
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
、
唾

液
を
減
少
さ
せ
た
り
、
舌
が
前

に
出
な
い
患
者
さ
ん
に
は
、
舌

を
ガ
ー
ゼ
で
引
っ
ぱ
っ
た
り
ハ

ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
し
ま
す
。

こ
う
し
て
口
腔
清
掃
や
口
腔

リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
摂
食→

咀
嚼→

嚥
下
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
と
、
症
例
で
も

見
た
よ
う
に
患
者
さ
ん
の
表
情

が
以
前
よ
り
明
る
く
な
っ
て
、

血
色
が
良
く
な
り
、
目
が
い
き

い
き
し
て
く
る
の
が
良
く
分
か

り
ま
し
た
。
口
か
ら
食
べ
る
と

い
う
こ
と
は
、
す
ば
ら
し
い
こ

と
だ
と
改
め
て
、
実
感
し
ま
し

た
。

（
４
面
の
つ
づ
き
）

（回答は２面）

歯
科
の
顔
っ
て
 

ど
ん
な
顔
？
 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
加
賀
 
森
　
恭
子

講
演
会
場
の
入
口
で
、
講
師

の
先
生
か
ら
「
ど
ち
ら
か
ら
お

い
で
ま
し
た
か
」
と
声
を
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

私
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
で
す
」。

講
師
「
あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
。

歯
科
の
方
（
ほ
う
）
で
は
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
私
は
○
○
で

す
と
名
刺
を
下
さ
い
ま
し
た
か

ら
」。一

瞬
私
は
、
歯
科
の
顔
っ
て

ど
ん
な
顔
な
ん
だ
ろ
う
？
と
思

い
ま
し
た
が
、（
会
場
内
で
納

得
し
ま
し
た
）そ
の
訳
は
秘
密
。

そ
の
間
、
先
生
と
お
話
し
し
、

講演で紹介された待合室掲示用のプレ
ゼンテーションファイルを、講師の内山茂
先生のご好意で配布できることになりました。
ご希望の方は保険医協会の工藤までご連
絡ください。 
◆電子メール iskw_kudo@doc-net.or.jp 
◆ファックス 076-231-5156 
なお、このファイルを使用するには、マイ

クロソフトのWordとPowerPointがインス
トールされている必要があります（Windows
かMacintoshかは問いません）。 

内山茂講演会参加者へ 

今
か
ら
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
少
し
の

間
ポ
カ
ー
ン
と
な
り
、
適
切
な

あ
い
さ
つ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。講

演
の
内
容
も
と
て
も
興
味

深
く
、
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

排
泄
（
お
む
つ
）
援
助
は
仕
事

で
あ
る
。
口
か
ら
食
べ
る
歯
も

仕
事
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た

こ
と
で
す
。
口
か
ら
食
べ
る
こ

と
の
大
切
さ
、
そ
の
人
に
合
っ

た
歯
を
装
着
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
人
生
が
変
わ
る
ほ
ど
の
笑
み

が
み
ら
れ
、
そ
の
お
仕
事
も
在

宅
診
療
で
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
で
し
た
。

ま
た
歯
ぐ
き
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

法
で
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
加
工
、

髪
飾
り
用
の
玉
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
や
応
用
に

よ
り
、
そ
れ
が
活
用
さ
れ
工
夫

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

質
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
学

生
演
習
、
さ
っ
そ
く
片
麻
痺
の

体
験
、
食
事
介
助
で
は
キ
ザ
ミ

食
、
最
初
「
エ
ー
」
胡
瓜
、
い

い
や
と
ワ
イ
・
ワ
イ
・
ガ
ヤ
・

ガ
ヤ
で
し
た
が
、
食
べ
て
み
て

結
構
美
味
し
か
っ
た
と
の
反
応

で
し
た
。
い
い
勉
強
を
さ
せ
て

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

一
九
九
八
年
四
月
二
十
四

日
、
鐘
路
五
街
に
あ
る
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
ホ
テ
ル
で
の
大
切
な
会

合
を
、
夜
の
十
時
ご
ろ
に
よ

う
や
く
終
え
た
。
ハ
ン
ジ
ャ

ン
ハ
プ
シ
ダ
（
一
杯
や
り
ま

し
ょ
う
）
と
言
う
先
生
方
の

お
誘
い
を
振
り
切
っ
て
、
十

時
半
ご
ろ
に
汝
矣
島
（
ヨ
イ

ド
）
の
メ
ネ
ト
ン
ホ
テ
ル
に

戻
っ
た
。

背
広
を
脱
ぎ
、
ネ
ク
タ
イ

を
外
し
た
。
さ
あ
て
、
今
日

は
庶
民
的
な
ヨ
ン
ド
ゥ
ン
ポ

駅
付
近
の
ポ
ジ
ャ
ン
マ
チ
ャ

へ
行
く
か
な
と
ホ
テ
ル
を
出

た
。
と
、
人
工
的
で
無
機
質

の
街
ヨ
イ
ド
に
、
そ
し
て
明

る
い
ホ
テ
ル
の
横
に
、
し
か

も
あ
の
有
名
な
中
央
福
音
純

福
教
会
の
前
に
ポ
ジ
ャ
ン
マ

チ
ャ
が
あ
っ
た
。

ポ
ジ
ャ
ン
マ
チ
ャ
と
は
幌

張
馬
車
の
韓
国
語
読
み
で
あ

る
が
、
文
字
通
り
西
部
劇
の

幌
馬
車
の
幌
で
覆
っ
た
韓
国

版
屋
台
で
あ
る
。
ポ
ジ
ャ
ン

マ
チ
ャ
は
大
抵
、
晴
れ
が
ま

し
い
場
所
や
明
る
い
場
所
で

は
な
く
て
、
ビ
ー
ル
を
飲
み

す
ぎ
た
時
に
立
ち
小
便
を
し

た
く
な
る
よ
う
な
場
所
に
あ

る
の
が
普
通
で
あ
る
。
私
は

ホ
テ
ル
横
の
意
外
な
場
所
に

あ
る
、
こ
の
ポ
ジ
ャ
ン
マ
チ

ャ
に
飛
び
込
ん
だ
。

ま
ず
「
メ
ク
チ
ュ
ジ
ュ
セ

ヨ
（
ビ
ー
ル
を
下
さ
い
）」。

早
速
、
メ
ク
チ
ュ
を
飲
み
な

が
ら
ア
ジ
ュ
モ
ニ
（
お
ば
さ

ん
）
相
手
に
話
を
始
め
た
。

そ
し
て
、
先
客
の
二
人
と
も

世
間
話
を
し
な
が
ら
、
肩
の

こ
ら
な
い
ゆ
っ
く
り
と
し
た

韓
国
の
夜
の
時
間
を
過
ご
し

た
。ヨ

イ
ド
に
は
国
会
議
事
堂

も
あ
る
が
、
こ
の
お
二
人
の

う
ち
の
一
人
が
国
会
議
員
で

あ
っ
た
。
一
般
に
ポ
ジ
ャ
ン

マ
チ
ャ
は
学
生
や
庶
民
が
集

う
所
な
の
だ
が
、
幌
の
中
で

は
韓
国
社
会
の
各
階
層
の

人
々
が
ネ
ク
タ
イ
を
緩
め
た

り
外
し
て
、
肩
書
き
な
し
の

一
人
と
し
て
振
る
舞
う
。
そ

し
て
ア
ジ
ュ
モ
ニ
の
仕
切
り

で
互
い
に
上
下
関
係
な
し
に

話
し
合
え
る
の
が
楽
し
い
。

次
第
に
ウ
リ
の
範
囲
に
入

る
。
韓
国
語
会
話
で
は
盛
ん

に
ウ
リ
と
言
う
言
葉
が
出
て

く
る
が
、
日
本
語
に
大
胆
に

意
訳
す
る
と
「
う
ち
の
」
と

言
う
感
じ
で
あ
ろ
う
か
？
ポ

ジ
ャ
ン
マ
チ
ャ
で
約
一
時
間

く
ら
い
飲
ん
で
語
り
合
っ
て

い
る
と
、
互
い
に
ウ
リ
の
範

囲
に
入
っ
て
る
く
よ
う
な
そ

ん
な
魔
力
が
ポ
ジ
ャ
ン
マ
チ

ャ
に
あ
る
。

翌
日
遅
く
に
再
び
こ
の
ポ

ジ
ャ
ン
マ
チ
ャ
を
訪
れ
る

と
、
こ
の
国
会
議
員
は
道
路

脇
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
い

た
。
呼
ん
で
も
反
応
が
無
か

っ
た
。
脈
は
し
っ
か
り
し
て

い
た
の
で
、
泥
酔
状
態
と
は

考
え
た
が
、
こ
の
国
会
議
員

の
も
し
も
の
こ
と
を
考
え

て
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
。
両

手
両
足
の
一
つ
を
私
も
持
ち

上
げ
て
救
急
車
に
乗
せ
た
。

約
一
時
間
後
、
こ
の
国
会
議

員
は
千
鳥
足
で
再
び
現
れ

た
。
開
口
一
番
、
気
持
ち
良

く
道
端
で
寝
て
い
た
の
に
救

急
車
を
呼
ぶ
と
は
何
事
だ
と

怒
り
な
が
ら
も
、
ま
た
、
楽

し
く
会
話
を
続
け
た
。

有川功ドクターの 

（24回シリーズ） 

韓国訪問記 
－第18話－ 

ヨイドの 
　ポジャンマチャ 

冬の釜山西面付近のポジャンマチャ。東亜大学野球部の学生と盛り上がった。
外は厳寒でも幌の中は客の熱気と肴の湯気とアジュモニの陽気で温かい。

ソウルヨイド・メネトンホテル横のポジャンマチャ。トイレットペーパーに注目。
これでカウンターを拭いたり口をぬぐったりする。日本人としては非常に抵抗がある。

全羅南道光州のポジャンマチャ。一般にアジュモニは情が深くて世話好きである。ア
ジュモニは酒や肴を売るというより客の話相手になったり客同士を結び付けてくれる。
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建
国
五
十
周
年
を
迎
え
た
中

国
の
首
都
・
北
京
市
内
で
十
月

十
五
日
、
十
六
日
に
第
二
回
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
北
ア
ジ
ア
地
域
会
議

が
開
か
れ
、
中
国
、
北
朝
鮮
、

韓
国
、
日
本
の
外
、
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
マ

レ
ー
シ
ア
な
ど
十
一
カ
国
か
ら

約
二
百
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

私
は
「
反
核
医
師
の
会
」
代
表

団
（
二
十
二
人
）
の
一
員
と
し

て
同
会
議
に
参
加
す
る
機
会
を

得
た
の
で
、
北
ア
ジ
ア
地
域
に

お
け
る
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
果
た
す

役
割
を
中
心
に
報
告
す
る
。

初
日
の
開
会
式
で
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ

Ｗ
事
務
局
長
の
ク
リ
ス
ト
氏

が
、
今
回
の
会
議
に
北
朝
鮮
か

ら
正
式
に
参
加
し
た
こ
と
（
前

回
は
不
参
加
）
や
核
保
有
国
の

中
国
が
核
兵
器
の
先
制
不
使
用

や
核
兵
器
廃
絶
条
約
の
締
結
を

提
唱
し
て
い
る
こ
と
を
高
く
評

価
す
る
と
、歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。

同
氏
は
全
体
会
議
で
も
核
拡

散
防
止
の
た
め
核
兵
器
禁
止
条

約
を
結
ぶ
こ
と
、
核
の
な
い
世

界
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
た
め
に

科
学
者
と
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
な
ど
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
果
た
す
役
割
は
大
き

い
、
と
強
調
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
を

束
ね
る
事
務
局
長
が
四
十
歳
位

と
い
う
若
さ
に
ま
ず
感
心
し
た

次
第
。

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
参
加
し
た

マ
ッ
コ
イ
氏
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
共

同
会
長
）
は
、
会
議
直
前
に
Ｃ

Ｔ
Ｂ
Ｔ
（
包
括
的
核
実
験
禁
止

条
約
）
の
批
准
を
ア
メ
リ
カ
上

院
が
拒
否
し
た
こ
と
は
、
核
軍

縮
の
流
れ
に
逆
ら
う
も
の
と
批

判
。
さ
ら
に
日
米
新
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
法
（
周
辺
事
態
措
置
法
）

の
周
辺
と
は
台
湾
と
朝
鮮
半
島

を
含
ん
で
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の

介
入
に
よ
る
台
湾
や
朝
鮮
の
有

事
は
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
発
動

に
つ
な
が
り
、
戦
争
放
棄
を
明

記
し
た
日
本
国
憲
法
第
九
条
と

ま
っ
た
く
相
反
す
る
と
指
摘
。

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は

核
軍
縮
を
主
張
す
る
権
利
が
あ

り
、
大
い
に
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

発
揮
し
て
ほ
し
い
、
と
激
励
し

た
。ア

メ
リ
カ
か
ら
参
加
し
た
パ

ス
ツ
ー
ル
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
上

院
で
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
の
条
約
批
准
が

拒
否
さ
れ
た
内
情
を
詳
し
く
報

告
。
静
か
な
一
般
市
民
で
は
駄

目
、
市
民
運
動
の
高
揚
に
力
を

注
ぐ
こ
と
。
勝
負
を
決
す
る
の

は
一
般
市
民
の
声
を
高
め
、
集

め
る
こ
と
で
あ
る
と
強
調
。
核

拡
散
を
防
止
す
る
た
め
各
国
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
か
ら
ア
メ
リ
カ
が
Ｃ

Ｔ
Ｂ
Ｔ
を
批
准
す
る
よ
う
働
き

か
け
て
ほ
し
い
、と
提
案
し
た
。

北
朝
鮮
の
コ
ー
氏
は
、
日
米

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
国
会
の
憲

法
調
査
会
設
置
な
ど
は
冷
戦
時

代
へ
の
後
戻
り
で
あ
り
、
憲
法

九
条
が
狙
わ
れ
て
い
る
と
危
惧

を
表
明
。
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

北
ア
ジ
ア
の
非
核
地
帯
づ
く
り

の
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
厳
し

く
批
判
。
予
想
以
上
に
最
近
の

わ
が
国
の
政
治
動
向
が
リ
ア
ル

に
知
ら
れ
て
お
り
、
世
界
各
国

で
憲
法
九
条
の
行
く
末
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し

た
。韓

国
の
リ
ー
氏
は
、
二
十
世

紀
は
冷
戦
に
よ
り
二
つ
の
朝
鮮

に
分
裂
さ
せ
ら
れ
た
が
、
二
十

一
世
紀
に
は
対
話
に
よ
る
南
北

統
一
（
再
融
合
）
を
望
ん
で
い

る
、
と
切
々
と
訴
え
ら
れ
た
。

ま
た
茨
城
県
東
海
村
の
臨
界
事

故
は
史
上
最
悪
で
あ
り
、
日
本

の
原
子
力
政
策
の
見
直
し
が
迫

ら
れ
て
い
る
と
指
摘
。
日
本
か

ら
参
加
し
た
医
師
に
詳
し
い
説

明
を
求
め
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

中
国
の
ル
ー
シ
ア
ン
氏
は
、

平
和
と
安
定
し
た
開
発
を
朝
鮮

半
島
に
も
た
ら
す
た
め
、
南
北

朝
鮮
の
対
話
に
よ
る
解
決
を
望

ん
で
い
る
。
中
国
は
核
実
験
は

こ
れ
以
上
行
わ
な
い
こ
と
や
核

兵
器
の
先
制
不
使
用
を
宣
言
し

て
お
り
、
核
軍
縮
が
段
階
的
に

進
む
よ
う
望
ん
で
い
る
と
の
発

言
が
あ
っ
た
。

日
本
か
ら
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
日

本
支
部
の
柳
田
実
郎
氏
（
広
島

市
医
師
会
）
と
「
反
核
医
師
の

会
」
代
表
の
莇
昭
三
氏
が
全
体

会
議
で
発
言
し
た
。
柳
田
氏
は

「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
最
新
情
報
」

と
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
ユ

ー
ゴ
へ
の
無
差
別
爆
撃
や
経
済

制
裁
の
実
態
に
つ
き
、
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
生
々
し
く
報
告
。

莇
氏
は
戦
争
禁
止
、
核
兵
器
廃

絶
交
渉
の
即
時
開
始
を
決
議
し

た
ハ
ー
グ
の
「
世
界
平
和
市
民

会
議
」
に
見
ら
れ
る
国
際
世
論

や
日
本
で
の
非
核
自
治
体
運

動
、「
反
核
医
師
の
会
」
の
活

動
な
ど
を
紹
介
し
、
北
ア
ジ
ア

地
域
に
お
け
る
非
核
地
帯
づ
く

り
の
た
め
各
国
医
師
組
織
の
連

携
強
化
を
呼
び
か
け
た
。

閉
会
式
で
は
、
核
兵
器
の
全

面
廃
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
調
し
た
「
北
京
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
、
来
年
六
月
二
十
八
日

か
ら
七
月
二
日
ま
で
フ
ラ
ン
ス

で
第
十
四
回
世
界
大
会
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

第
２
回
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
北
ア
ジ
ア
地
域
会
議
　
　
報
告

北
ア
ジ
ア
非
核
地
帯
の
実
現
の
た
め
に

事
務
局
長
　
神
田
　
順
一

少
し
縄
文
か
ら
脱
線
し
て

し
ま
っ
た
。
石
川
県
の
能
登

出
身
の
私
と
し
て
は
こ
の
辺

で
真
脇
遺
跡
の
こ
と
に
少
し

触
れ
て
お
き
た
い
。

連
載
の
三
回
目
に
も
述
べ

た
が
、
真
脇
は
能
登
の
北
端

に
近
く
、
い
わ
ゆ
る
内
浦
と

呼
ば
れ
る
半
島
の
東
側
に
位

置
す
る
。
初
め
て
真
脇
を
訪

れ
た
時
、今
か
ら
数
千
年
前
、

こ
の
地
に
多
く
の
縄
文
人
が

住
み
、
様
々
な
営
み
の
痕
跡

を
残
し
て
い
る
こ
と
に
、
不

思
議
な
感
動
を
覚
え
た
。
そ

し
て
同
時
に
、
今
、
目
の
前

に
広
が
る
日
本
の
過
疎
地
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
に
驚
い
た
。

少
し
ず
つ
本
を
読
み
、
縄

文
を
調
べ
て
行
く
う
ち
に
、

い
つ
の
間
に
か
自
分
自
身
が

常
識
と
い
う
罠
に
は
ま
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ

う
な
の
だ
。
今
の
都
会
が
千

年
前
、
一
万
年
前
に
、
や
は

り
日
本
の
中
心
で
あ
っ
た
必

然
性
は
何
も
な
い
の
だ
。
同

様
に
、今
日
本
の
片
田
舎
が
、

一
万
年
前
に
日
本
の
中
心
で

あ
っ
て
も
一
向
に
構
わ
な
い

訳
で
あ
る
。そ
う
考
え
る
と
、

と
っ
て
も
胸
が
と
き
め
い
て

き
た
。
そ
う
だ
、
一
万
年
前
、

能
登
は
日
本
の
中
心
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
無
論
、
そ

れ
は
私
た
ち
が
習
っ
た
、
大

和
や
北
九
州
の
繁
栄
よ
り
ず

っ
と
以
前
の
話
、
歴
史
の
表

に
は
出
て
こ
な
か
っ
た
（
出

て
も
気
づ
い
て
こ
な
か
っ

た
）
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。

か
く
し
て
私
の
縄
文
遍
歴
が

始
ま
っ
た
。

真
脇
遺
跡
が
世
の
注
目
を

集
め
た
の
は
一
九
八
二
年
、

円
形
に
並
べ
ら
れ
た
木
柱
群

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
い
る
。
ほ
か
に
も
お
び
た

だ
し
い
数
の
イ
ル
カ
の
骨
、

土
器
群
、
装
飾
品
な
ど
様
々

な
発
見
が
あ
っ
た
。し
か
し
、

こ
の
巨
大
な
木
柱
痕
は
ひ
と

き
わ
際
立
っ
て
い
た
。
最
大

の
も
の
は
径
九
十
六
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
、
最
小

で
も
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

を
越
え
て
い
た
。
こ
の
木
柱

痕
は
、
サ
ー
ク
ル
状

に
並
べ
ら
れ
、
サ
ー

ク
ル
の
直
径
は
六
〜

七
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

で
あ
っ
た
。
同
様
の

遺
跡
は
金
沢
の
チ
カ

モ
リ
遺
跡
で
も
発
見

さ
れ
て
い
る
。
こ
の

木
柱
で
使
わ
れ
て
い

る
木
は
両
者
と
も
ク

リ
材
が
中
心
で
あ

る
。
ク
リ
材
は
硬
い

材
質
で
、
加
工
に
苦

労
す
る
。
し
か
も
真
脇
や
チ

カ
モ
リ
に
並
べ
ら
れ
て
い
る

ク
リ
材
は
そ
の
径
か
ら
言
っ

て
も
、
い
ず
れ
も
一
級
品
で

あ
る
。

縄
文
と
い
え
ば
、
ど
こ
に

で
も
材
木
は
あ
っ
た
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
平
地
に
近
い

と
こ
ろ
は
む
し
ろ
雑
木
林
が

多
く
（
そ
の
方
が
木
の
実
が

採
れ
て
好
都
合
だ
っ
た
の
だ

が
）、
ク
リ
材
を
山
奥
か
ら

切
り
出
す
の
に
は
多
く
の
人

間
と
時
間
を
要
し
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
付

く
。
そ
し
て
、
そ
の
硬
い
ク

リ
材
を
苦
労
し
て
加
工
し
た

の
で
あ
る
。

ど
う
し
て
、
真
脇
に
住
ん

だ
縄
文
人
た
ち
は
そ
ん
な
に

木
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
。
そ

し
て
、
そ
の
木
を
サ
ー
ク
ル

状
に
並
べ
た
の
か
。
多
く
の

議
論
が
あ
る
が
、
ま
だ
結
論

は
出
て
い
な
い
。

以
前
に
も
書
い
た
が
、
梅

原
猛
氏
の
指
摘
す
る
ご
と

く
、
柱
は
彼
ら
に
と
っ
て
、

神
と
の
繋
が
り
、
あ
る
い
は

神
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
る
の
が
自
然
な
よ
う
に
思

え
る
。

再
び
縄
文
へ
 

希
 
望
 

　（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

会員特別寄稿 
シリーズ シリーズ 

15

│
│
真
脇
遺
跡
│
│
 

第２回IPPNW北アジア地域会議の開会式
（10月15日、北京市のパラゴンホテルにて）

休憩時間にも熱心に話し合う中国の医学生たちと、
アメリカ・カナダからの参加者

十
一
カ
国
か
ら
二
百
人
が
出
席
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近年、あちこちでEBM（Evidence Based Medicine ―エビデンスに基づく医療―）やエビデンスという言葉を聞きますが、
正しく使われていない例が多いようです。 
たとえば、「ある高脂血症薬は冠動脈疾患を予防するエビデンスがある」「エビデンスのない薬の使い方をしてはならない」

などというコピーは、いずれもEBMを誤解（曲解）し、それぞれに都合の良いように使っています。 
『石川保険医新聞』に連載しましたように、EBMは医療現場で具体的な患者に具体的な治療法を選択する際に、できる限
り正しい情報を集めて質の高い治療を行えるようにする方法で、それを通じて医師の能力を高める手段の一つです。 
このたび、EBMを正しく理解し、活用できるようにするためにシリーズの講座を企画しました。 
第一回目は、まずEBMの基本的な考え方を解説し、会場にパソコンを持ち込んで、EBMの基礎となるインターネットから信頼
性のある情報を簡単に入手する方法や、その利用の仕方についてもデモンストレーションします。 

EBM・シリーズ① 
ご案内 

安全で良い医療 

◆テーマ EBMの考え方と方法①入門編 
◆講　師 服部　真先生（城北病院産業医療科） 
◆と　き 1999年12月10日（金） 午後7～9時 
◆ところ 金沢都ホテル 5階「加賀の間」 
◆参加費 無　料 

たくさんのご参加を 
お待ちします。 

●お申し込みは保険医協会まで、電話、FAX、 
　E-mailにてお願いします。 
TEL 076-222-5373 
FAX 076-231-5156 
E-mail;isikawa-hok＠doc-net.or.jp
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お
サ
ル
先
生
は
一
度
Ｋ
先
生

に
会
っ
て
話
を
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
。

Ｋ
先
生
の
こ
と
は
、
先
輩
の

Ｍ
先
生
か
ら
精
力
的
に
在
宅
医

療
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
だ
と

い
う
風
に
聞
い
て
い
た
し
、
最

近
お
サ
ル
先
生
の
外
来
に
来
る

よ
う
に
な
っ
た
何
人
か
の
患
者

さ
ん
か
ら
も
、
決
し
て
近
所
で

は
な
い
Ｋ
先
生
に
世
話
に
な
っ

て
い
た
の
だ
、
と
い
う
話
を
聞

く
こ
と
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
気

に
な
る
存
在
だ
っ
た
。そ
し
て
、

Ｋ
先
生
が
医
師
会
の
勉
強
会
な

ど
で
元
気
よ
く
発
言
さ
れ
て
い

る
姿
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
憧
れ
を
感

じ
て
い
た
。

お
サ
ル
先
生
は
勇
気
を
出
し

て
Ｋ
先
生
に
手
紙
を
出
し
て
み

た
。
二
日
ほ
ど
し
て
Ｋ
先
生
か

ら
電
子
メ
ー
ル
が
届
い
て
お

り
、
都
合
の
い
い
日
と
悪
い
日

が
一
カ
月
先
ま
で
列
挙
さ
れ
て

い
た
。「
一
杯
飲
も
う
。
う
ち

へ
遊
び
に
お
い
で
。
ど
の
日
が

い
い
？
」
と
具
体
的
な
段
取
り

が
示
さ
れ
て
あ
り
、
即
断
即
決

の
人
な
の
だ
ナ
、
と
感
心
す
る

一
方
、
一
度
の
面
識
も
な
い
お

サ
ル
先
生
に
時
間
を
割
い
て
く

れ
る
気
安
さ
と
包
容
力
の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
た
。

お
サ
ル
先
生
も
せ
っ
か
ち
な

方
な
の
で
、「
都
合
の
い
い
日
」

の
一
番
早
い
日
で
あ
る
〝
明
後

日
〞
に
お
願
い
し
ま
す
、
と
電

子
メ
ー
ル
の
返
事
を
出
し
た
。

さ
て
、
Ｋ
先
生
と
お
会
い
す

る
日
が
や
っ
て
き
た
。
お
サ
ル

先
生
が
奥
さ
ん
に
案
内
さ
れ
て

玄
関
へ
上
が
る
と
、
Ｋ
先
生
は

開
口
一
番
「
ボ
ク
も
せ
っ
か
ち

な
方
だ
が
、
お
サ
ル
先
生
は
も

っ
と
せ
っ
か
ち
だ
な
あ
」
と
、

愛
想
よ
く
リ
ビ
ン
グ
へ
招
き
入

れ
て
下
さ
っ
た
。

「
Ｋ
先
生
は
ず
い
ぶ
ん
在
宅

医
療
に
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
そ
う
で
す
が
」
と
言
う
や

い
な
や
、
「
在
宅
医
療
だ
っ

て
！
わ
れ
わ
れ
『
町
医
者
』
は

在
宅
医
療
だ
な
ん
て
エ
ラ
そ
う

に
言
う
前
か
ら
『
往
診
』
を
ち

ゃ
ん
と
や
っ
て
い
る
ん
だ
ゾ
」

と
Ｋ
先
生
は
機
関
銃
の
よ
う
に

し
ゃ
べ
り
は
じ
め
た
。
圧
倒
さ

れ
た
お
サ
ル
先
生
は
、
最
初
は

借
り
て
き
た
ネ
コ
の
よ
う
に
頭

を
か
き
か
き
鎮
座
し
て
い
た

が
、
奥
様
に
す
す
め
ら
れ
る
ま

ま
に
ワ
イ
ン
を
お
か
わ
り
し
て

い
る
う
ち
に
酔
い
も
回
っ
て
き

た
せ
い
か
、
最
初
は
言
葉
尻
が

き
つ
い
な
ァ
と
感
じ
た
の
に
、

Ｋ
先
生
の
口
か
ら
ポ
ン
ポ
ン
と

飛
び
出
す
言
葉
の
歯
切
れ
よ
さ

が
だ
ん
だ
ん
心
地
よ
く
な
っ
て

き
た
。

「
い
い
か
い
、
お
サ
ル
先
生
。

わ
れ
わ
れ
町
医
者
は
ね
、
患
者

さ
ん
と
は
、
い
わ
ば
『
戦
友
』

な
ん
だ
よ
。『
患
者
さ
ん
と
の

共
同
戦
線
』
に
あ
る
一
医
者
が

体
を
は
っ
て
ど
れ
だ
け
患
者
さ

ん
を
守
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
か
、

と
い
う
こ
と
な
ん
だ
」

Ｋ
先
生
は
お
父
様
の
跡
を
継

い
で
大
病
院
の
勤
務
医
か
ら
開

業
医
に
な
っ
た
時
点
で
、「
町

医
者
」
に
徹
し
よ
う
と
決
意
し

た
と
い
う
。
た
だ
ユ
ニ
ー
ク
だ

な
、
と
感
心
し
た
の
は
、
日
中

は
「
町
医
者
」
に
徹
す
る
が
、

夜
は
自
分
の
や
り
た
い
医
療
、

Ｋ
先
生
を
慕
っ
て
大
病
院
か
ら

つ
い
て
来
た
患
者
さ
ん
た
ち
に

先
進
医
療
を
施
し
て
い
た
こ

と
。
も
ち
ろ
ん
自
分
の
持
ち
出

し
で
、
赤
字
覚
悟
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
や
っ
て
い
た
と
い
う
。

Ｋ
先
生
は
開
業
当
初
「
自
分
は

町
医
者
だ
」
と
言
い
聞
か
せ
な

が
ら
も
、
勤
務
医
時
代
の
あ
り

余
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
何
か
で
燃

焼
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

だ
、と
お
サ
ル
先
生
は
感
じ
た
。

そ
し
て
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
現

在
、「
町
医
者
を
貫
く
」
こ
と

に
よ
っ
て
患
者
さ
ん
の
目
の
高

さ
で
も
の
を
考
え
行
動
を
お
こ

す
Ｋ
先
生
の
診
療
態
度
に
表
わ

れ
て
い
る
の
だ
な
、
と
お
サ
ル

先
生
は
心
を
打
た
れ
た
。
そ
し

て
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
在
宅

医
療
が
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス

だ
」
な
ど
と
う
そ
ぶ
い
て
い
た

自
分
が
と
っ
て
も
ち
っ
ぽ
け
に

感
じ
ら
れ
た
。

「
と
こ
ろ
で
、
お
サ
ル
先
生

は
自
分
が
飲
み
会
で
酔
っ
て
い

る
状
態
の
時
、
在
宅
で
診
て
い

る
患
者
さ
ん
が
急
変
し
た
、
と

連
絡
が
入
っ
た
ら
ど
う
す

る
？
」「
そ
う
で
す
ね
、
救
急

車
で
病
院
へ
行
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
指
示
し
ま
す
」
「
そ
し

て
？
」「
そ
し
て
…
、
ど
う
す

る
ん
で
す
か
？
」「
ボ
ク
は
そ

の
後
、
必
ず
タ
ク
シ
ー
で
入
院

先
の
病
院
に
駆
け
つ
け
る
よ
。

た
い
が
い
は
救
急
車
よ
り
も
先

に
病
院
に
着
く
が
ね
。
救
急
病

院
の
夜
の
当
直
は
、
若
い
研
修

医
な
ん
か
が
診
て
い
る
か
ら
心

配
で
ね
。
病
状
を
し
っ
か
り
告

げ
て
、
患
者
さ
ん
が
き
ち
ん
と

診
て
も
ら
え
る
よ
う
お
願
い
す

る
ん
だ
」。

Ｋ
先
生
が
い
か
に
「
生
活
者

と
し
て
の
患
者
さ
ん
」
の
た
め

に
、
そ
の
生
活
の
場
が
「
在
宅
」

で
あ
っ
て
も
「
入
院
」
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
両
者
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
埋
め
る
た
め
に
奔
走
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
が
良
く
分
か
っ

た
気
が
し
た
。
た
と
え
ば
病
院

に
搬
送
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
つ

い
て
行
く
の
は
、
治
療
を
受
け

る
場
が
「
在
宅
」
か
ら
「
入
院
」

に
移
っ
た
と
し
て
も
、「
ボ
ク

は
こ
こ
に
居
る
よ
」
と
安
心
感

を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
精

神
面
で
の
バ
リ
ア
・
フ
リ
ー
」、

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
「
治
療
面
で

の
バ
リ
ア
・
フ
リ
ー
」
を
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
だ
、
と
思
っ
た
。

実
は
Ｋ
先
生
は
昨
夜
、
休
日

夜
間
診
療
所
の
当
直
を
終
え
て

お
疲
れ
で
あ
る
こ
と
を
最
初
に

お
伺
い
し
て
お
き
な
が
ら
、
つ

い
居
心
地
が
い
い
の
で
長
居
し

て
し
ま
っ
た
。
気
が
つ
い
た
ら

午
前
０
時
を
回
っ
て
い
た
の

で
、急
に
慌
て
て
お
礼
を
言
い
、

タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
で
も
ら
っ
て

帰
宅
し
た
。

午
前
一
時
ご
ろ
、
シ
ャ
ワ
ー

を
浴
び
て
寝
よ
う
と
し
て
い
る

お
サ
ル
先
生
に
、
先
月
か
ら
訪

問
診
療
を
始
め
た
ば
か
り
の
Ｔ

さ
ん
宅
か
ら
往
診
の
依
頼
が
入

っ
た
。
お
サ
ル
先
生
は
先
刻
の

Ｋ
先
生
の
お
話
を
思
い
出
し
、

救
急
車
で
Ａ
総
合
病
院
に
行
く

よ
う
指
示
し
、
自
分
も
後
で
そ

ち
ら
へ
向
か
う
か
ら
、
と
電
話

を
切
っ
た
。

お
サ
ル
先
生
は
ワ
イ
ン
の
飲

み
過
ぎ
で
頭
痛
が
し
て
い
た

が
、
服
に
着
替
え
て
タ
ク
シ
ー

を
呼
ん
だ
。
Ａ
総
合
病
院
の
救

急
外
来
へ
や
っ
て
来
た
時
に

は
、
救
急
車
は
ま
だ
到
着
し
て

い
な
か
っ
た
。
当
直
の
ナ
ー
ス

を
呼
び
出
し
、
こ
う
い
う
患
者

さ
ん
が
来
る
か
ら
と
説
明
し
、

持
っ
て
来
た
紹
介
状
も
そ
の
場

で
書
い
た
。

と
こ
ろ
が
待
て
ど
暮
ら
せ

ど
、
救
急
車
は
来
な
い
。
そ
の

う
ち
お
サ
ル
先
生
の
方
が
持
病

の
め
ま
い
発
作
を
起
こ
し
て
し

ま
い
、
二
日
酔
い
だ
か
何
だ
か

分
か
ら
な
い
状
態
で
救
急
外
来

で
点
滴
を
受
け
る
ハ
メ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
早
朝
、
当
直
の

医
師
と
ナ
ー
ス
に
は
深
く
お
詫

び
を
言
っ
て
病
院
を
後
に
し

た
。朝

一
番
、
Ｔ
さ
ん
宅
に
ど
う

な
っ
た
の
か
恐
る
恐
る
電
話
で

様
子
を
聞
い
て
み
る
と
、「
今

さ
ら
何
を
言
う
と
ん
の
や
。
お

サ
ル
先
生
が
往
診
し
て
く
れ
ん

さ
け
、
Ｈ
先
生
に
お
願
い
し
た

ら
ち
ゃ
ん
と
往
診
し
て
く
れ
ま

し
た
わ
ね
」と
ケ
ン
も
ホ
ロ
ロ
。

お
サ
ル
先
生
は
も
う
一
度
め
ま

い
が
し
そ
う
な
気
が
し
た
。

後
日
、
こ
の
事
態
を
少
し
客

観
視
で
き
る
気
分
的
余
裕
が
出

た
こ
ろ
、
Ｋ
先
生
に
お
話
し
し

た
。
Ｋ
先
生
は
大
変
お
も
し
ろ

が
っ
て
笑
い
こ
ろ
げ
て
い
た

が
、
急
に
真
顔
に
な
っ
て
「
お

サ
ル
先
生
、
患
者
さ
ん
が
救
急

車
を
呼
ぶ
の
は
最
後
の
ギ
リ
ギ

リ
の
判
断
だ
。
体
が
調
子
悪
く

な
っ
た
時
に
、
ま
ず
手
持
ち
の

薬
を
飲
ん
で
お
さ
ま
れ
ば
そ
れ

に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
れ

で
ダ
メ
な
ら
医
者
に
往
診
に
来

て
ほ
し
い
と
思
う
。
最
初
か
ら

病
院
に
行
き
た
い
人
な
ん
て
い

な
い
ん
だ
よ
。
近
所
の
手
前
も

あ
る
か
ら
、
本
当
は
救
急
車
な

ん
て
呼
び
た
く
な
い
ん
だ
よ
」

お
サ
ル
先
生
は
自
分
の
在
宅

医
療
を
、
胸
に
手
を
当
て
て
考

え
て
み
た
。

5

小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

　
在
宅
医
療
で
感
じ
た
喜
怒
哀
楽
や
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、保
険
医
 

協
会
に
お
寄
せ
下
さ
い
。
取
材
の
上
、こ
の
欄
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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開設のための 
記念シンポジウム 

●日　時 12月13日（月） 午後7：00～9：00（受付開始は6：30） 
●会　場 野々市町文化会館 小ホール 
●参加費 １人500円 

〈内容〉 

パネル 
ディスカッション 

◆パネリスト 
ジョン・ホールさん（イギリス、チャイルドライン相談マネージャー） 
ジェリー・クロッソンさん（北ウェールズ支部マネージャー） 
長戸　英明さん（よしたけ保育園園長） 
広岡　守穂さん（中央大学教授） 
千葉　茂明さん（北陸学院短期大学教授） 

■主催／【チャイルドライン・いしかわ】開設を準備する会 
■後援／石川県教育委員会、野々市町教育委員会、いしかわ子育て支援財団、石川県社会福祉協議会 
■協賛／日本財団 

●お申し込み・お問い合わせは……【チャイルドライン・いしかわ】開設を準備する会  Tel/fax 076（240）0735《子ども　夢フォーラム》の高木まで。 

「チャイルドライン・いしかわ」では、子

どもたちからの電話を受けてくださるボラ

ンティアの方々を募集しています。電話を

受ける（受け手）ための研修会のご案内は、

シンポジウムの会場でお渡しする予定です。

◇

「チャイルドライン」に関わることは、子

どもの実情を知るばかりでなく、子どもと

共に考えていく中で自分自身の生き方を確

かめたり、まさに大人にとっての「気づき

の場」になると思います。

この会は、ボランティアによって支えられてい
ます。この会がより充実した内容で地域や社会に
貢献していけるよう、ご協力・ご支援をよろしく
お願いします。

【会費について】
☆この会の活動を支援して下さる団体および個人

団体年会費：１口・１万円
個人年会費：１口・３千円
法人賛助会費：１口・３万円

※郵便振替口座番号
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口座名称 子ども夢フォーラム

「チャイルドライン・いしかわ」の活動母体である
「子ども夢フォーラム」の支援会員になって下さい！

「チャイルドライン・いしかわ」に
ボランティアとして参加いただけませんか？

「
子
ど
も
夢
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
夢
や
希

望
を
持
っ
て
、
二
十
一
世
紀
を

生
き
て
い
け
る
よ
う
、
心
豊
か

な
子
ど
も
た
ち
の
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
【
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ

ン
・
い
し
か
わ
】
の
活
動
を
中

心
に
、「
子
ど
も
」
に
関
す
る

情
報
・
広
報
活
動
、
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
通
じ
、
よ
り
良
い
地
域

づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
一
九
九
九
年
八
月
に
設
立

し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
活
動
）

の
会
で
す
。

こ
の
会
を
創
ろ
う
と
し
た
私

は
「
子
ど
も
劇
場
」
の
運
営
に

十
四
年
間
関
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
や
大
人
と
直
接
関

わ
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
か
ら
、

大
人
の
生
き
方
が
問
わ
れ
て
い

る
現
代
社
会
の
中
で
、
表
裏
一

体
と
し
て
あ
る
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
い
て
い
る
子
ど
も
の
心

の
環
境
を
考
え
る
こ
と
に
こ
れ

か
ら
も
身
を
お
こ
う
と
、
こ
の

会
を
創
る
こ
と
を
思
い
ま
し

た
。そ

ん
な
時
、「
チ
ャ
イ
ル
ド

ラ
イ
ン
」
を
知
り
、
私
の
思
い

と
一
致
す
る
こ
の
動
き
を
、
こ

の
会
の
活
動
の
中
心
に
置
く
こ

と
に
決
め
ま
し
た
。
こ
の
会
の

世
話
人
に
は
、
高
校
教
諭
・
大

学
教
授
・
主
婦
や
会
社
員
の
ほ

か
に
、
自
分
の
夢
を
子
ど
も
た

ち
に
賭
け
た
い
と
い
う
若
い
人

た
ち
も
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
る

の
で
、
心
強
い
限
り
で
す
。

ー
ト
し
ま
し
た
。

開
設
ま
で
に
は
、
人
・
場

所
・
お
金
な
ど
、
問
題
は
山
積

し
て
い
ま
す
。
民
間
と
し
て
の

限
界
に
も
ぶ
つ
か
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
民
間
だ
か
ら
で

き
る
柔
軟
さ
と
敷
居
の
低
さ
で

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
」
の
持

っ
て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
確
か

め
合
い
な
が
ら
、
長
い
ス
タ
ン

ス
で
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
夢
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
　
高
木
　
眞
理
子 

● 連 絡 先 ● 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
子
ど
も
夢
フ
ォ
ー
ラ
ム 

豊
か
な
子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に 

―
―
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
・
い
し
か
わ
」
を
開
設
準
備
中 
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◆◇
子
ど
も
の
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

◆◇
全
国
に
広
が
る
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
は
、
子

ど
も
が
か
け
る
、
子
ど
も
の
た

め
の
電
話
シ
ス
テ
ム
で
、
一
九

八
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
民
間
団

体
が
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど
他
の

国
々
に
も
こ
の
動
き
が
広
が
っ

て
行
き
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
昨
年
と
今
年
、

「
せ
た
が
や
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ

ン
」
が
二
週
間
ず
つ
の
実
験
ラ

イ
ン
を
行
っ
た
の
が
最
初
で
、

子
ど
も
か
ら
の
電
話
の
件
数
は

そ
れ
ぞ
れ
千
六
十
九
件
、
千
二

百
五
十
三
件
に
も
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
一
月
「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
」
と

し
て
十
三
時
間
生
放
送
の
中
で

千
九
百
十
九
件
の
子
ど
も
か
ら

の
電
話
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
子
ど

も
た
ち
は
、
日
常
的
に
自
分
の

思
い
を
伝
え
た
い
、
聞
い
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

今
、
こ
の
動
き
が
全
国
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
千

葉
・
三
重
・
和
歌
山
・
宮
城
・

広
島
な
ど
で
も
準
備
を
は
じ
め

て
い
ま
す
。

◆◇
石
川
で
の
開
設
の
た
め
に

「
い
じ
め
」
や
、「
虐
待
」
な

ど
で
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
子
ど

も
た
ち
。
小
さ
い
う
ち
か
ら
競

争
の
中
で
過
ご
し
、「
ほ
っ
と

す
る
」
時
間
も
、「
安
心
で
き

る
」
居
場
所
も
な
く
、
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
。

今
、
社
会
的
に
も
子
ど
も
た
ち

の
「
心
」
が
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
の
何
気
な
い
思
い

や
、
さ
さ
い
な
気
持
ち
を
受
け

止
め
、
聴
い
て
、
共
感
し
て
い

く
こ
と
、
寄
り
添
っ
て
聴
く
こ

と
で
、
子
ど
も
の
自
己
解
決
能

力
や
、
生
き
る
意
欲
を
高
め
、

お
互
い
の
個
性
を
認
め
合
い
、

尊

重

し

あ

え

る

環

境

に
・
・
・
、
そ
ん
な
「
子
ど
も

の
心
の
居
場
所
」
と
し
て
の
役

割
を
持
つ
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ

ン
」
の
石
川
版
を
こ
こ
石
川
県

に
も
開
設
し
よ
う
と
「
開
設
を

準
備
す
る
会
」
が
十
月
に
ス
タ

◆◇
開
設
の
た
め
の
記
念
シ
ン
ポ
を

そ
こ
で
ま
ず
、
多
く
の
方
に

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
」
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
開
設
の
た

め
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。
日
程
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
創
設

直
後
か
ら
今
も
関
わ
っ
て
お
ら

れ
る
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ル
氏
の
来

日
に
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。



保
険
医
協
会
の
食
べ
歩
き
会

に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
貰
い
ま

し
た
。
十
月
二
十
九
日
の
夕
方

は
空
も
暗
く
、
稲
妻
が
時
に
光

っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
は
長
町
「
ご
い
し
奴
」

で
、
香
林
坊
の
映
画
館
街
の
横

を
長
町
の
老
舗
記
念
館
に
向
か

う
道
と
言
え
ば
分
か
り
や
す
い

で
し
ょ
う
か
。
香
林
坊
の
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
か
ら
芝
寿
司
方
向
に

入
っ
て
突
き
当
た
り
に
姉
妹
店

（
同
名
）
が
あ
る
の
を
ご
存
じ

の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

機
関
紙
・
文
化
部
長
の
大
平

先
生
が
遅
れ
た
た
め
に
し
ば
ら

く
雑
談
を
伺
っ
て
い
ま
し
た
。

粟
野
先
生
の
戦
地
で
雷
撃
で
死

亡
し
た
人
に
は
電
気
の
通
っ
た

跡
が
残
っ
て
い
る
と
か
、
衛
生

兵
は
勇
敢
だ
が
軍
医
は
か
ら
き

し
臆
病
な
も
の
だ
と
い
っ
た

話
。
白
崎
先
生
は
、
新
聞
で
地

方
の
市
場
情
報
を
見
て
い
る

と
、
今
日
は
こ
の
魚
が
安
い
と

か
、
こ
の
魚
は
地
物
が
揚
が
っ

て
い
な
い
と
分
か
る
か
ら
、
割

烹
で
も
美
味
し
い
物
が
頂
け
る

と
い
っ
た
話
に
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

待
ち
兼
ね
て
梅
酒
で
乾
杯
し

た
と
こ
ろ
へ
大
平
先
生
夫
妻
が

到
着
し
、十
二
人
全
員
が
揃
い
、

「
海
鼠
と
こ
の
わ
た
の
親
子
和

え
」
と
「
子
持
ち
鮎
の
甘
露

煮
・
甘
海
老
の
塩
辛
」
か
ら
頂

き
ま
し
た
。
お
造
り
は
「
ぶ
り
、

ガ
ス
海
老
、
さ
わ
ら
そ
で
、
鯛

の
四
種
盛
り
」
で
、
少
し
変
わ

っ
た
「
か
も
紙
鍋
」
に
火
を
付

け
て
頂
き
ま
し
た
。

主
人
は
料
理
学
校
の
先
生
も

し
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
、
変
わ

っ
た
趣
向
を
披
露
し
て
貰
い
ま

し
た
。
骨
酒
の
大
皿
も
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
お
酒
は
ち
ょ
っ

と
・
・
・
の
方
や
、
猫
舌
な
の

で
最
後
に
・
・
・
と
の
方
も
あ

り
、
席
を
二
廻
り
以
上
し
て
よ

う
や
く
処
理
で
き
た
よ
う
で

す
。
こ
の
こ
ろ
に
は
な
ぜ
か
外

は
大
雨
に
な
り
、
隣
の
部
屋
に

は
会
社
帰
り
と
思
わ
れ
る
若
い

（
私
た
ち
よ
り
は
？
）
団
体
が

元
気
な
声
を
挙
げ
だ
し
た
の

で
、
負
け
ず
に
盛
り
上
げ
な
け

れ
ば
と
話
し
声
に
も
力
が
入
っ

て
き
ま
し
た
。

焼
物
は
「
黒
む
つ
の
チ
ー
ズ

焼
き
」
で
、
い
つ
も
の
焼
物
と

は
違
う
味
わ
い
で
感
心
し
ま
し

た
。
揚
げ
物
は
ひ
と
工
夫
し
た

組
み
合
わ
せ
の
「
カ
ニ
の
揚
げ

と
白
子
の
天
婦
羅
」
で
、
吸
い

物
と
し
て
は
「
松
茸
の
土
瓶
蒸

し
」、
酢
の
物
は
「
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
」
の
定
番
物
で
し
た
。

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
誰
か

が
ど
こ
そ
こ
の
店
は
美
味
し
か

っ
た
言
う
と
、
別
の
方
か
ら
同

意
や
ら
更
な
る
新
情
報
が
提
供

さ
れ
る
と
い
っ
た
、
い
か
に
も

グ
ル
メ
の
会
員
ら
し
い
話
題
が

止
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
夏

場
に
北
海
道
か
ら
来
る
「
ズ
ワ

イ
」
は
値
段
も
安
く
美
味
し
い

と
か
、
今
度
は
ど
こ
へ
食
べ
歩

き
に
行
こ
う
か
と
、
話
題
は
尽

き
ま
せ
ん
。
女
性
陣
で
は
料
理

法
の
話
題
も
出
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
私
に
は
よ
く
理
解
で
き

な
い
こ
と
も
多
く
、
別
の
方
の

報
告
に
任
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。最

後
に
「
茶
蕎
麦
」
と
果
物

の
「
メ
ロ
ン
」
を
頂
い
て
散
会

致
し
ま
し
た
。
店
を
出
る
時
に

は
雨
も
あ
が
っ
て
お
り
、
何
と

も
都
合
の
良
い
お
天
気
と
料
理

に
恵
ま
れ
、
得
を
し
た
気
分
の

一
夜
で
し
た
。
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な
ぜ
医
者
に
な
っ
た
の
か
？
と
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
返
答
は
常
に
「
十
一
月
九
日
に
生
ま
れ
た
」
か
ら
。

十
一
月
九
日
は
野
口
英
世
が
生
ま
れ
た
日
で
あ
る
。

私
は
強
度
の
内
斜
視
で
異
様
な
顔
つ
き
だ
っ
た
。
幼
い
こ

ろ
の
写
真
は
「
横
顔
」
ば
か
り
で
正
面
か
ら
撮
影
し
た
も
の

が
な
い
。

遊
び
の
輪
に
入
ろ
う
と
し
て
も
「
異
相
」
を
の
の
し
ら
れ

る
だ
け
で
、
誰
も
相
手
に
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

四
歳
の
時
、
Ｏ
医
大
の
高
名
な
眼
科
教
授
の
診
察
と
手
術

に
よ
り
「
私
の
眼
」
は
正
常
に
な
っ
た
。
私
は
今
で
も
、
そ

の
当
時
の
大
学
病
院
あ
た
り
の
風
景
を
覚
え
て
い
る
。
九
州

や
四
国
か
ら
の
患
者
さ
ん
は
大
学
近
く
の
旅
館
に
逗
留
し
門

前
町
の
よ
う
だ
っ
た
。
果
物
屋
が
あ
り
バ
ナ
ナ
の
黄
色
が
何

故
か
記
憶
に
あ
る
。
親
父
は
「
泣
け
へ
ん
か
っ
た
ら
バ
ナ
ナ

こ
う
た
る
か
ら
ガ
ン
バ
レ
ヤ
」
と
言
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
私
は

泣
か
な
か
っ
た
が
治
療
後
の
バ
ナ
ナ
は
無
か
っ
た
。
高
級
品

で
あ
り
す
ぎ
た
ら
し
い
。

そ
し
て
小
学
校
に
入
り
、
野
口
英
世
の
伝
記
を
読
み
生
年

月
日
が
同
じ
と
知
り
「
医
者
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
た
。
な

ん
と
な
く
自
ら
の
境
遇
を
野
口
英
世
の
幼
少
時
の
苦
労
に
重

ね
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
高
校
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
と
映
画
に
熱
中
し
た
。
ラ

グ
ビ
ー
で
前
歯
一
本
と
肋
骨
三
本
を
折
っ
た
。
映
画
は
洋
・

邦
を
問
わ
ず
年
間
百
本
以
上
を
観
た
。
当
然
成
績
は
低
迷
し
、

医
学
部
へ
の
進
学
な
ど
担
当
教
諭
か
ら
「
ア
ホ
な
夢
見
る

な
！
」
と
笑
わ
れ
た
。
映
画
監
督
か
脚
本
家
に
な
り
た
い
と

も
思
っ
た
。
し
か
し
「
身
体
を
治
せ
ば
心
も
救
う
」
医
者
に

な
り
た
か
っ
た
。

黄
熱
病
の
研
究
で
自
ら
の
生
命
を
失
っ
た
野
口
英
世
の
よ

う
に
、
私
も
医
者
人
生
を
送
り
た
い
。
わ
が
身
を
削
っ
て
で

も
後
悔
し
な
い
医
者
で
あ
り
た
い
。
た
だ
一
人
で
も
私
の
診

療
・
手
術
を
受
け
た
患
者
さ
ん
が
「
あ
の
医
者
に
出
会
え
て

良
か
っ
た
」
と
記
憶
し
て
頂
け
れ
ば
至
福
の
喜
び
と
思
う
。

私
の
「
眼
」
を
治
療
し
て
く
だ
さ
っ
た
医
者
に
感
謝
し
、

私
に
「
医
療
は
自
ら
の
命
も
省
み
ず
」
あ
る
べ
き
と
教
え
て

く
れ
た
野
口
英
世
の
よ
う
な
医
者
で
あ
り
た
い
。

会員リレーエッセイ ◆◆9◆◆

囲 碁 
■出題者 
　七段  向井富治 （金沢市・内科） 

（解答は２面にあります） 

私の実戦で白番でどうなりますか。 

十
一
月
九
日
に

生
ま
れ
た
か
ら

徳
田
　
剛
爾
（
金
沢
市
・
外
科
）
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和田　清聡（金沢市・歯科） 

一
九
九
三
年
十
一
月
、
第

十
五
回
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

研
究
会
が
金
沢
で
開
か
れ
た

時
、
私
は
会
長
と
し
て
大
地

原
誠
玄
に
つ
い
て
講
演
を
行

っ
た
。

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
（
長

寿
学
）
と
は
、
イ
ン
ド
の
伝

統
医
学
の
こ
と
で
あ
る
が
、

研
究
会
の
名
称
は
敢
え
て
ア

ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
と
す
る
の

は
、
医
学
以
外
に
広
く
、
生

命
・
生
活
全
般
の
知
を
包
括

す
る
か
ら
だ
と
い
う
。

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
を
学

ぶ
た
め
に
は
、
主
要
古
典
の

ス
ス
ル
ダ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
を

読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
原
典
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
の
た
め
、
極
め
て
難
解
で

あ
る
。
英
語
訳
か
ら
日
本
語

訳
し
た
も
の
は
、
千
葉
大
・

医
の
伊
東
・
鈴
木
両
教
授
の

『
ス
ス
ル
タ
大
医
典
』
三
巻

（
日
本
医
史
学
会
、
一
九
七

一
〜
一
九
五
四
）
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
原
典
か
ら
直
接
日
本
語
訳

を
完
成
さ
せ
た
の
が
大
地
原

誠
玄
で
あ
る
。
一
九
四
三
年

（
昭
和
十
八
年
）
に
原
稿
が

出
来
上
が
っ
て
い
た
が
、
出

版
に
至
ら
ず
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
研
究
会
主
宰
の
丸
山

博
阪
大
・
医
・
衛
生
学
教
授

に
よ
っ
て
一
九
七
一
年
に
写

真
版
が
刊
行
。
一
九
九
三
年

（
平
成
五
年
）
に
矢
野
道
雄

京
都
産
業
大
教
授
の
校
訂
を

経
て
、
谷
口
書
店
か
ら
『
ス

シ
ュ
ル
タ
本
集
』
と
い
う
書

名
で
活
字
出
版
さ
れ
た
（
二

巻
と
索
引
一
冊
）
そ
の
大
一

巻
の
十
三
頁
に
大
地
原
豊
京

大
教
授
（
故
人
）
が
書
か
れ

た
《
亡
父
と
「
ス
シ
ュ
ル

タ
」
》
冒
頭
「
大
地
原
誠
玄

は
明
治
十
七
年
、
能
登
の
寒

村
に
生
ま
れ
、
・
・
・
」
と

い
う
一
節
が
発
端
と
な
り
、

地
元
医
史
学
徒
と
し
て
詮
索

が
始
ま
っ
た
。

ま
ず
、
電
話
帳
で
探
し
た

と
こ
ろ
、
鹿
島
郡
中
島
町
豊

田
に
大
地
原
憲
量
（
寺
院
）

と
あ
り
、
早
速
電
話
、「
誠

玄
（
じ
ょ
う
げ
ん
）
と
申
し
、

私
の
祖
父
の
弟
で
す
」
と
住

職
の
返
答
に
欣
喜
雀
躍
。
次

の
日
曜
日
に
生
家
を
探
訪
し

た
。
生
家
は
真
宗
大
谷
派
の

西
善
寺
で
、
誠
玄
が
生
ま
れ

た
こ
ろ
は
現
在
よ
り
二
キ
ロ

ほ
ど
山
手
の
土
川
に
あ
っ

た
。
住
職
か
ら
誠
玄
の
令
息

豊
教
授
未
亡
人
が
大
阪
府
島

本
町
に
健
在
と
聞
き
、
大
阪

へ
赴
い
た
。
和
子
未
亡
人
の

お
話
に
よ
る
と
、
大
地
原
誠

玄
は
一
八
八
七
年
（
明
治
十

六
年
）
十
一
月
十
三
日
生
、

一
九
四
五
年（
昭
和
二
〇
年
）

九
月
二
十
日
没
。
享
年
六
十

二
歳
。
墓
所
は
京
都
府
乙
訓

郡
大
山
崎
町
、
浄
土
宗
安
養

院
。
誠
玄
は
四
高
か
ら
東

大
・
理
・
動
物
学
科
卒
。
一

九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
に

立
命
館
中
学
博
物
教
師
、
同

時
に
京
大
・
文
・
イ
ン
ド
哲

学
科
に
学
士
入
学
。
昭
和
初

年
か
ら
立
命
館
大
学
で
自
然

科
学
を
担
当
。
ス
シ
ュ
ル
タ

原
典
の
翻
訳
は
大
学
院
在
学

の
一
九
二
一
年（
大
正
十
年
）

ご
ろ
か
ら
ら
し
い
。
戦
争
と

大
酒
の
た
め
、
貧
困
の
中
で

の
苦
闘
で
あ
っ
た
と
聞
く
。

イ
ン
ド
医
学
研
究
の
学
恩
に

私
は
感
謝
の
念
を
捧
げ
る
こ

と
切
で
あ
る
。

大地原誠玄氏




